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名とは

字が違う
ね

「白鳳丸」が30周年!!
研究者の提案で全航海が決まる学術研究船

～乗船経験者座談会で知る価値と魅力とその他もろもろ～



木下●乗船経験を含めての自己紹介を。

濵㟢●私は駒場時代に白鳳丸を知り、その後、
博士課程時代に2回乗りました。初の海外は
白鳳丸で行ったハワイで、海山の上の生物相
観測のために1冊目のパスポートを作ったん
です。広島大学に移り、2006年に東大に帰
還してからはちょくちょく乗っていて、航海
日数は200と数十日。専門は海の微生物です。
沖野●学生時代は海と関係がなく、海洋研の
助手になって初めて乗りました。以後、白鳳
丸での航海日数は163日。主な航海先はイン
ド洋やフィリピン海です。専門は海洋地質学
で、海底を測って成り立ちを調べています。
津田●修士課程の頃に「乗れるなら何でもや
ります」と言って志願したのが最初で、それ
以来、18航海、700日は乗っています。専門
はプランクトンです。白鳳丸と白鳳丸で出会
った皆さんに、研究船とは何か、海で研究す
るとはどういうことかを教えてもらいました。
石垣●観測研究推進室という職場で技術職員
をしています。乗船中の主な仕事は、観測機

器のメンテナンス、観測のサポートや指導、
航海調整業務など。CTD（塩分、温度、水深な

どを出力する装置）、マルチプルコアラー、エア
ガン、プランクトンネットなど、全国の研究
者が頻繁に使用する観測機器については、陸
上でも責任を持ってメンテナンスを行います。
航海日数は1170日で45航海に乗船しました。
陳●私は水圏生物環境学研究室の博士課程1

年です。以前は上海の復旦大学で鳥を研究し
ていて、卒業して3年働いた後、やっぱり研
究がしたいと思って日本に来ました。2016

年8月に研究生になり、半年後に修士課程に
入りました。いまは紫外線がプランクトンに
どんな影響を与えるかがテーマです。白鳳丸
は2017年夏が初乗船で、次が30周年の世界
一周航海でした。合計90日ほど乗っています。
津田●航海中の仕事は、プランクトンネット
を引くか泥を採るか水を採るか。合間に休め
ばいいのに彼女は水もプランクトンも採り、
紫外線も測り、実験もする。働き者です。

陳●観測点についたらほぼ寝ません。自分の
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白鳳丸が30周年!!
研究者の提案で全航海が決まる共同利用の学術研究船

～乗船経験者座談会で知る価値と魅力とその他もろもろ～
東大から海洋研究開発機構（JAMSTEC）へ移管された後も、海洋の共同研究プラットフ
ォームとして世界の海で活躍してきた2代目「

は く ほ う ま る

白鳳丸」。就航30周年を記念して、船をベ
ースに様 な々研究を行い、運用も担ってきた大気海洋研究所の皆さんにご参集いただき、
その貴重な役割やこれまでの功績、今後の展望について語ってもらいました。司会を務
めるのは、学生時代に白鳳丸で船員に叱られた経験を持つ、広報室長の木下先生です。

初の海外は白鳳丸で行ったハワイ

ほとんど寝ないで観測しています



研究に関わる観測は自分でやりたいので。
木下●研究者の鑑ですね。では、研究者が気
になる白鳳丸のラボについて教えてください。
津田●そもそもラボが10個もある船はなか
なかないですが、白鳳丸はRI（ラジオアイソトー

プ）のラボもクリーンルームも常設する非常
に貴重な船です。だから地質、物理、生物ま
で多分野の研究者が乗って仕事ができます。
濵㟢●他の観測船にも乗りましたが、新たに
装置を持ち込んで使えるスペースが意外に少
なく、白鳳丸との違いに最初は驚きましたね。
石垣●ただ、倉庫が狭いんですけどね。
濵㟢●私の場合、採った水を船上でろ過し、
微生物をフィルタに集めて持ち帰ります。昔
はどんな微生物がいるかを調べるのに培養の
手間が必要でしたが、いまは技術が発展して
微生物を船でも分析できる。そのため船での
作業量は増えています。理想はサンプルでは
なくデータを持って下船することですが。
津田●一方で、陸でできることはあえて船で
はやらない、という考え方もありますね。
木下●地質学の分野ではどうですか。
沖野●私が船で行うのは採集ではなく観測で、
海が荒れてもできることが多いのが特徴です。
他分野の人がやりたいことを悪天候でできな
いときには率先して船を使います。たとえ本
来の割当は4日間でも次の観測点に移動する
間に観測します。誰かの機器が壊れたら修理
する間にうちのグループがすかさず測ります。

津田●この前、沖野先生の研究室の学生と航
海がいっしょで、彼が沖野先生からもらった
注意書きに「ボーっと見てんじゃねーよ！」
と書いてあって、厳しい人だと思いました。
沖野●あ、「チコちゃん」の台詞なんです～。
津田●周囲に目を配り、何かおかしいことが
あったら対処せよ、ということですよね。
沖野●いまはPCでもある程度データ処理が
できます。機器が地形を測る間は特にやるこ
とがなく、人はついデータ処理に夢中になっ
ちゃう。で、気が付くと機械がとまっていた
りノイズが増えていたりしがちです。そのと
きしか取れないデータを逃すのが怖いんです。
木下●航海は一期一会ですね。では、白鳳丸
から生まれた研究についてご紹介ください。
沖野●インド洋の熱水系の研究は、生物の人
から地質の人までがいっしょにやれる白鳳丸

ならではのものでした。熱水系にはどんな岩
石があり、どんな水が噴いていて、どんな生
物がいるのか。そこを明らかにしたのが大き
な成果です。地質構造から石、水、一次生産
者、微生物というつながりが見えたのは、白
鳳丸というプラットフォームがあるからこそ。
濵㟢●私はこの10年ほど、化学の研究者と
ともに太平洋を調べ、化学的なデータと微生
物の関連性をつかんできました。一例は、リ
ンがない海域の微生物が持つヒ素の耐性遺伝
子です。リンとヒ素は性質が近く、微生物は
両方を体内に取り込みますが、リンが少ない
環境で毒性が高いヒ素の取り込みが増えるの
は死活問題。そこでヒ素を排出する力を身に
つけたようです。リンがある海域にいる同種
にはその力がない。環境に適応して一方だけ
が耐性を持ったのです。リンの有無は海域に
鉄の供給があるか否かに拠ることもわかった。
白鳳丸が太平洋の姿を明らかにしてきました。

津田●私が一番印象深かったのは、15年前
に行った350kg相当の鉄散布実験です。海に
鉄分を入れたときに何が起こるのかを、植物
プランクトン、動物プランクトン、微生物、
魚の各分野で網羅的に調査しました。太平洋
の多様な生物分布が従来の知見と全然違うこ
とがわかったんですが、まだ論文にまとめき
れていません。太平洋の生物分布をほかのど
の船より調査してきたのは白鳳丸。それを世
に十分示せていないのは私のふがいなさ。そ
こは退職までに成し遂げる決意です。
木下●では、話題を転じ、船酔いや船の生活
について聞きたいと思います。いかがですか。
津田●白鳳丸はよく揺れる船ですよね。
沖野●ピッチ（前後の揺れ）がきついかな。
石垣●私は以前は民間で働いていて、船の経
験はなかったんです。最初に乗った淡青丸の
航海で船酔いし、もう辞めようと思いました。
でも酔い止め薬をもらって飲んだら数時間後
に治って、最後の夜は酒を飲んで酔っ払って。
それが楽しくて、辞めるのをやめました。
陳●酔い止め薬を飲めば効きますよね。
沖野●私は航海日数分を持って乗り込みます。
木下●白鳳丸の食事はどうですか？
石垣●三食出て、希望者には夜食もあります。
陳●私は朝食が魚なのは苦手で、朝は持ち込
んだパンを食べていました。
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ボーっと見てんじゃねーよ！

白鳳丸が太平洋の姿を明らかに



沖野●航海の最後に船長に「僕はもっとおか
ずがほしい！」と叫んだ学生がいました。
津田●実はフィールドワークでこんなに恵ま
れた環境にいられるのは船だけです。三食付
きで風呂も洗濯機も乾燥機もあるんですから。
木下●学生時代、陸では金がなくて飯が食え
ないけど、船では心配なし。夢のようでした。
津田●我々世代はそうでしたけど、いまの若
い人はそうは思ってくれませんよね。
陳●はい。それより、船は森や島よりきれい
なのがいいですね。虫もいないし。ストレス
もない。陸ではいろいろ考えちゃうけど、船
だと情報が少なくて仕事に集中できます。
木下●船での至福の瞬間というと？
濵㟢●夕食後に煙突甲板でビールを飲んでい
るときはなかなかいい気分ですね。→❶
沖野●私は勤務シフトを4時～8時にして、
甲板で日の出を見るのが一番好きです。→❷
津田●船が動いている間は気が休まらないけ
ど、寄港地につけば好きなだけ寝られます。
揺れないし、寄港地の楽しさは別格です。
濵㟢●私が学生の頃はまだ日当があって、そ
れをためて寄港地で遊ぶのが楽しみでしたね。
石垣●ワインならチリのプンタアレナスかな。

津田●そうした素晴らしい航海の前提となる
のが、大海研が運用を担う共同利用です。全
国の研究者が航海の提案をし、学術のコミュ
ニティが評価して採択する。いい航海を提案
すれば大学院生でも主席として船を動かせま
す。そんな船は白鳳丸と新青丸だけ。共同利
用の航海で行われた研究の中にこそ次代を切
り拓く要素が入っている、と確信しています。

木下●そんな船が今度改修されるそうですが。
陳●船体のクリーム色とオレンジ色は残して
ほしいです。白鳳丸は船員さんがいつもサポ
ートをしてくれて、自分が持ちこんだ機器も
船でどう使うのが一番よいか相談に乗ってく
れます。そこも変わらないでほしいです。
津田●「こんなの使えねえよ」と言っても、
最後には改良して使えるようにしてくれる。
観測に船員が一歩も二歩も踏み込んでくれる
のは、白鳳丸ならではの文化だと思います。
濵㟢●白鳳丸の船員として採用された人がい
るからこそという気がしますが、いまは外の
会社の船員さんもいますね。長期の航海が多
いので若い人は大変だと思います。
石垣●繰り返しますが、ハード面では倉庫が
絶対に必要です。十分な倉庫さえあれば……。
濵㟢●様々な組織の研究者が乗ることを鑑み
ると、白鳳丸は一種のショーケースだとも思
います。研究者志望の場合、船でのパフォー
マンスが将来につながるかもしれませんし。
沖野●学生が考えて行動しているか否かが、
船の上では如実にわかりますからね。
濵㟢●己のことしかやらない人と具合が悪く
ても共同作業を頑張る人。人間性が見えます。
津田●そんなこと言ったら、学生が怖がって
誰も乗らなくなっちゃうかも……。
沖野●新しい白鳳丸で地図のない場所へ行き
たいですね。あとは、女性の主席研究者を育
てたい。過去には私ともうお一人だけなので。
木下●若者へのアピールが課題でしょうか。
津田●通信環境をよくすると喜ばれるはず。
沖野●余計な仕事が増えそうで心配ですけど。
津田●若い人は普通にSNSができない環境
が大きなストレスになるようですから……。

東大生協柏店では、白鳳丸の公式T

シャツを販売しています。前面左胸

に船体の斜め前方からのシルエット、

背面に「Serving Ocean Research 

Since 1989」のコピーと側面から

のシルエット、左袖にはJAMSTEC

とUTokyoのマークをデザインした

Tシャツのお値段は、ポストカード

1枚付きで2948円（税込）。着るだ

けで海洋研究者気分になれるネイビ

ーのTシャツのお求めは、柏キャン

パス内Food shop & Cafeまで。

❶通称「煙突の会」だそうです

❷このような美しい眺望が楽しめる

のも白鳳丸航海の醍醐味

（写真提供：濵㟢恒二　※表紙も）

（2月14日、大気海洋研究所応接室にて）

4

featuresno.1532 / 2020.3.25

白鳳丸の模型を見ながら語り合う
海の男と女たち。白鳳丸のファンネル
マークは、昔もいまも銀杏& ﹁T﹂です！

共同利用の研究に次代を拓く種が



JAMSTEC研究プラットフォーム運用開発部門の人にも聞いてみた

船員チーム 船長
春日一彦さん

運用部部長
江口暢久さん

　私は北大水産学部の出身で、1996年に海

洋研究所に船員として採用され、2014年に

白鳳丸の船長になりました。船乗りを目指し

たのは、学生の頃に初めて乗った練習船で帰

りの港が見えたときの感触が忘れられなかっ

たからです。白鳳丸は船長2人体制で運航し

ていて、航海ごとの交代が基本ですが、30

周年の世界一周は4ヶ月の長期航海だったた

め、私は途中のハワイから船長を務めました。

　一般の船では船員が搭乗者にサービスを提供しますが、白鳳丸では

違います。船に乗る研究者はお客様ではなく海洋研究をともに行う仲

間。だから、天候や海の状況を見ながら観測の順序ややり方を変える

よう求めます。昔は強情な研究者もいて、大時化が確実なのにどうし

ても行くと言い張るのでやむなく行ったら案の定何もできなかった、

ということも。さすがに自然現象には逆らえませんが、観測に関して

はいまの研究者ももっとわがままを言っていい、と思っていますよ。

　白鳳丸の船体の特徴の一つは木甲板です。鋼が一般的ですが、強い

日射を吸収する木甲板のほうが乗る人に優しいんです。ただし手入れ

は大変。船の随所で老朽化が目立ちますが、エンジンの換装をはじめ

とする大改修を施してあと20年延命することが決まりました。30代

を迎えた白鳳丸を船長としてしっかり動かしていきます。（談）

　昨年の10月より学術研究船「白鳳丸」は

長い航海に出ている。この原稿を書いている

今日、すでに太平洋に入り、数日後には晴海

ふ頭に戻ってくることになっている。就航

30周年の節目となる本航海は、57,000キロ

にも渡る長期の研究航海である。太平洋を南

下、南米チリを経由して南大洋大西洋区に入

り、南アフリカに寄港してから、南大洋イ

ンド洋区の調査を行い、オーストラリアを

経て、インドネシアを抜けて日本に戻ってくる。

　思い起こせば私も、前世紀の終わり近くに「白鳳丸」に乗船し、ス

ールー海からインド洋に抜けて、フリーマントルまでの研究航海に参

加した。船内でインフルエンザ罹患者が多数発生するなど、波乱に富

んだ航海であったが、無事に採泥や採水観測を終え、真夏のオースト

ラリアに寄港した。今までいろいろな調査船に乗ってきたが、白鳳丸

の乗船では、海洋調査がどういうことなのかを学んだ思い出がある。

　現在も、唯一のJAMSTEC自主運航船として運用されている「白鳳

丸」では、多くの学生が乗船し、次世代の海洋研究者となるべく研鑽

を積んでいる。真のマルチパーパスな学術研究船として、また、航海

する研究所・教育機関として、再来年度の大改造を経て、今後も日本

の海洋調査の第一線を担ってもらいたい。（寄稿）

船に乗る研究者は客じゃなくて仲間です 船でインフルエンザが流行ったことも……

（2月14日、大気海洋研究所応接室にて）

❶白鳳丸は約4ヵ月間の世界一周航海を終えて3月5日

に晴海埠頭へ。航海中に採取した大量のサンプルや積

み込んだ観測機器類を関係する研究室の皆さんが総出

で搬出しました。デッキのクレーンも使いますが、多

くの積荷は人力リレーでトラックへ。❷万力や旋盤な

ども備えた船底階の工作室。研究者が持ち込んだ観測

機器の現場合わせを、熟練した船の職人たちが担って

います。❸全10室の研究室のうち最上部（海図室の隣）

にある第1研究室。現在位置、風速、気圧などの情報

表示装置と、機器を固定するためのバンドやフック類

が、船の研究室であることを物語ります。クリーンル

ームは第4研究室に、R I装置は第2研究室に、サンプ

ルの冷凍保存庫は第10研究室にあり。❹白鳳丸の特

徴の一つである木甲板。❺多くの研究者が使う採水器。

水中に投入し、船上からリモートで蓋を操作して引き

揚げます。❻研究面の責任者である主席研究員の部屋。

他の研究員の居室とは違って寝室が独立。応接用ソフ

ァや百科事典セットや絵画（栗林画伯「ばら」）も備

えています。❼デッキで作業する研究者は必ずこのオ

レンジ色の救命胴衣を着用します。❽後部倉庫。天井

の蓋を開ければ甲板から直接積荷の出し入れができま

す。❾船底の主機室にある推進発電機の一つ。白鳳丸

の推進機関はディーゼルエンジンと電気の2系統。微

妙な位置調整が必要な調査もあるため、細かい制御が

得意な電気推進モーター2台も搭載されているのです。

白鳳丸が30周年記念世界一周航海から帰還

5
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創立以来、東京大学が全学をあげて推進してきたリベラル・アーツ教育。その実践を担う現場では、いま、次 に々
新しい取組みが始まっています。この隔月連載のコラムでは、本学の構成員に知っておいてほしい

教養教育の最前線の姿を、現場にいる推進者の皆さんへの取材でお届けします。

第38回

リベラル・アーツの風
教 養 教 育 の 現 場 か ら

教養教育高度化機構（内線：44247）

――「東大TV」のぴぴりや「東大ナビ」
のメメムーとなかよしだそうですね。
「昨年度までは大学総合教育研究センタ
ーの特任研究員として同じ部屋にいたの
でよく知ってはいますよ」
――さて、模擬国連とは？
「参加者が各国政府の代表になりきり、国
連の模擬会議を行います。国連がまだ国際
連盟だった頃にハーバード大学で考案され
たロールプレイの手法で、米国の大学では
よく授業で使われています。日本ではサー
クルで行われることが多く、私も学生時代
は模擬国連サークルにいました。高校で指
導したこともあり、将来教員になったら授
業でやりたいと思っていたんですが、こち
らに着任してそれが現実となりました」

「国際政治学の中の戦争と平和を専門に
しているため、安全保障理事会を扱いま
した。実際の安保理は15カ国で構成さ
れますが、今回は6カ国とし、1国を2～
3人の学生が担当しました。全学年が対
象の授業でしたので、違う学年の学生が
学び合えるようチーム分けしました」
「議題としたのはシリアの人道危機とイ
ラク戦争の2つです。現在進行中の問題

学生が米英仏中露…の代表に

と過去にあった問題の両方で軍事介入す
べきか否かを議論しました。米英仏中露
の常任理事国に、前者では南アフリカ、
後者ではチリと、立場も規模も中間的な
国を加えました」
――議論次第で歴史が変わったり？
「はい。学生には、論理的に説明できる
なら結果が現実と違ってもOKと伝えま
した。シリアの問題では、現実と同様に
中国が拒否権を発動し、決議に至らず。
一方、イラク戦争の問題では、米国が妥
協の姿勢を見せ、当面は軍事介入しない
という決議に。安保理の決議がないまま
武力行使を行って泥沼に陥った現実と違
う結果になったんです。議論の結果、あ
のタイミングで軍事介入しても米国の国
益にならないとの結論になりました。ただ、
米国が言い負かされた感じになるのを避
けるため、将来の軍事介入の可能性を残
した形で妥協が成立したんです」
――学生にどんなことを望みましたか。

「教科書で頭に入れた国際政治の知識を
使いこなそうということ。そして、合意
形成のスキルを磨いてほしいということ
です。ディベートは相手の論破が目的で

すが、模擬国連は外交の世界ですから、
互いが気持ちよく国に帰らないといけま
せん。自分は100点中51点だったと全員
が思いながら帰国するのがベストです。
相手も自分も母国で石を投げられる状態
にならないよう、立場を慮ることが非常
に重要。授業で学んだ合意形成の手法は
実社会でも役立つ面が大きいはずです」
――それは日本人の得意な部分ですね。
「ただ、実は日本は国際的な合意形成が
下手です。たとえば捕鯨の問題であれほ
ど国際的に孤立するのは……。日本人同
士だと空気を読むのに、外にはストレー
トに立場を主張しがち。東大からは外交
官や国連職員も多数輩出しますから、模
擬国連で合意形成の手法を学んだ人に将
来国際社会で活躍してほしいという思い
もあります。次回は北朝鮮の核開発問題
を扱いたいですね。この問題でも日本は
若干国際的に孤立しがちです。日本のメ
ディアだけ見ているとわからないことが、
たとえば中国やロシアになりきって議論
して初めて見えてくるかもしれません」

論破ではなく合意形成が重要

 

 

 
 

安全保障理事会は、  
 
そのすべての関連決議、特に 年 月 日の決議 （ ）、 年 月

日の決議 （ ）、 年 月 日の決議 （ ）、 年 月 日の決議
（ ）、 年 月 日の決議 （ ）、 年 月 日の決議

（ ）、 年 月 日の決議 （ ）、 年 月 日の決議 （ ）、
年 月 日の決議 （ ）および 年 月 日の決議 （ ）、な

らびに、安保理議長のすべての関連声明を想起し、  
 

また、その決議 （ ）が、同地域における国際の平和と安全を回復すると
いうその明示の目標を達成するために必要なステップとして、イラクに義務を課している
ことを想起し、  
 

さらに、それらすべての関連決議が、国連憲章に定められた「平和に対する脅威」
に適切な対処をするというミッションを与えられた安保理の、国際社会に期待される役割を
果たすためだけに採択されたことを想起し、イラク政府に決議の遵守及び実施における全面
協力を求めたものであることを想起し、  

決議 が、同国当局に義務を課し、その違反を継続した場合には深刻な
結果に直面にするであろうということを繰り返し警告したことを想起し、その義務は依然と
して同地域の平和と安全に不可欠であって遵守されなければならないことを想起し、  
 

決議 に準じて提出した申告書が、安保理の求める水準に達しておら
ず、同国当局が義務違反状態にあることを遺憾とし、  

 
さらに、決議 をはじめとする関連決議が、同国当局に対して義務を課

しその遵守を再三要求したにもかかわらず、 年経った現在でも、国連調査官および査察
官に対する、即時、無条件かつ無制限のアクセスが提供されておらず、大量破壊兵器、お
よび、その製造、保管施設についての正確、全面的、最終的かつ完全な開示が行われなか
ったなど、イラク当局の協力が不十分であることを遺憾とし、  

 

❶

❷

❶授業で各国代表を示すのに使った「プラカード」。❷イラク戦争の議論で検討されたフランス代表に
よる決議案（Draft Resolution）の一部。いわゆる「国連文体」が特徴。❸国連安保理の円卓会議を模
して授業の会議も円卓で。❹授業を踏まえ、3月6日には現役国連職員を招いたワークショップを開催。

中村長史

アクティブラーニング部門 
特任助教

安保理事国の代表になりきって合意形成の肝を体得
／全学自由研究ゼミナール「アクティブラーニング（模擬国連会議）で学ぶ問題解決法」

❹

❷

❸❸



7

no.1532 / 2020.3.25column corner

教育 × テクノロジー＝ E
エ ド テ ッ ク

dTech
̶̶EdTechとはどういう意味でしょうか。

 「もちろん、EducationとTechnologyを合わせた造語
です。簡単に言えば、従来の教育工学に、情報通信技
術（ICT）、人工知能（AI）といった新しい情報系の技術
を加えたもの。IT人材の重要さが高まる中、この分
野の研究を全学的に進めようという機運が2018年頃
から広がり、7部局連携で昨年10月に機構を設立しま
した。教育に関わるテクノロジー全般を対象にした研
究を進める機構です。現在、どの分野でもデータに基
づいて進めることが重要で、会社経営でも政策決定で
もエビデンスに基づいて行うのが当然です。先生の勘
や経験に頼る面が強かった教育の分野もエビデンス・
ベースの運用を進める必要がある。そこにTechの力
を使おうというわけです」
̶̶エビデンスに基づいて行う教育活動というと、

たとえばどういうことが考えられるでしょうか。
 「プライバシーを担保した上で履修状況、単位取得状
況、成績などの情報からカリキュラムを評価すること
は考えられます。ただ、機構の研究テーマは多岐に及
びます。たとえば授業のやり方。学校で講義を聴き、
家で実習（宿題）を行う形が主ですが、逆に家で授業
動画を見て学校で実習をやるのが反転学習です。講義
は動画でOKとし、先生は質疑応答の面で活躍する。
反転学習を大学に本格導入したらどんな効果が得られ
るかをエビデンスに基づき検証する必要があります」
「多地点をネットでつないで行う授業の研究も重要で
す。MOOCsでは動画とパワポの資料を使うのが普
通ですが、たとえば Jupyterというツールを使うと、
ブラウザでプログラムを動かして見せ、相手が反応を
返すことも可能。実習も家でできます。板書のように
プログラムを書き、遠くにいる人がそれに触れながら
中身を理解する。やりとりはSlackを使えばOK。便利
なツールを教育にどう実装するか、興味深い課題です」
̶̶Slackは研究者や学生に大人気だそうですね。

「ほかにも、脳波測定器をつけて生徒が内容を理解で
きているかを先生が把握しながら進める授業とか、ス
ポーツや楽器演奏のフォームをAIが解析して導く授
業とか、課題解決につながるアイデアを生むのに有効
なワークショップの開発とか、プログラミング教育の
事例研究とか、機構でやるべきことは多々あります。
EdTechは今後が旬。まずは、授業支援ツールや技術
の学内提供、小学校のプログラミング教育の支援から
始め、よりよいカリキュラム開発、社会が求めるICT
人材育成にもつなげていきたいと思っています」

連携研究機構
EdTech
連携研究機構

シリーズ 第24回

の巻 話／機構長
越塚 登 先生

3度目のダボス会議とGCSの構想
　新型コロナウィルス感染症は瞬く間に世界中に広が
り、経済・社会に大きな影響を与えています。収束へ
の道筋はまだ見えませんが、東大も教育研究をしっか
り維持するよう、対応を急いでいます。対処マニュア
ルがないからこそ創造性を発揮し、一緒に取り組むこ
とが必要です。ぜひ皆さんのご協力をお願いします。
　さて、新型コロナ感染拡大の直前の1月下旬、世界
経済フォーラムの年次総会「ダボス会議」に参加しま
した。地球環境問題は今年も関心の中心でした。1兆
本の植樹プロジェクトが公表されたほか、マイクロソ
フトCEOからは排出ゼロのカーボンニュートラルを
越えた、「カーボンネガティブ」の達成という方針と
そのための基金設立が発表されました。インドネシア
の少女たちの思いに始まった「Bye Bye Plastic Bags」
の運動が、2025年までに海洋プラスチックごみを70
％削減する政府の政策となるなど、企業、NGOなど
多様な組織がそれぞれの立場で環境問題に積極的に取
り組む様子を目の当たりにして、大いに刺激を受けま
した。一方で、残念ながら日本の主張や提案の存在感
は極端に乏しく、日本からの参加者としては忸怩たる
思いを抱きました。また、経済政策の成果を声高にア
ピールするトランプ大統領の演説を、16歳の環境活
動家グレタ・トゥーンベリさんが苦々しい顔で見てい
た姿も印象的でした。世界で、世代間の分断が拡大し
ているのです。グローバルな共通課題について、日本
の存在感を高める取り組みが必要だと感じました。
　東大Webサイトに掲載した本年の年頭挨拶でも述べ
たことですが、グローバル・コモンズの創出と育成は、
大きな共通課題です。デジタル革新によって、地球を
含むフィジカル空間はサイバー空間と不可分なものと
なっています。サイバー空間が荒れ果てていくような
ら、地球のコモンズ（共有地）を守ることは出来ません。
サイバーとフィジカルの両空間を一体として捉え、グ
ローバル・コモンズの持続可能なあり方や評価指標を
開発する活動を進めるため、東京大学グローバル・コ
モンズセンターの設置を構想しています。例えば森林
資源や水産資源についてはその持続可能性を評価する
FSCやMSCの認証がありますが、それらを拡張した
Global Commons Stewardship（GCS）の認証システ
ムを、東大から世界に発信できると良いと考えていま
す。ダボス会議の場で、このセンターの構想について、
世界の様々な方と集中的に議論しました。皆さんから
大いに賛同をいただき、意を強くしたところです。東
大からインクルーシブな社会への変革を駆動し、それ
を世界に発信していきたいと思っています。

第26回

五神 真東京大学第30代総長

総長室だより
～ 思 い を 伝 え る 生 声 コ ラ ム ～
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藤本順子

チームのみなさんと、世界の大学のマスコット達と

職場のGo Global Centerにて。指パッチンではなくハー
トマーク

得意ワザ： 営業時代に身につけた早食いと早歩き
自分の性格：心配性の小心者ですが寝るとリセットされます
次回執筆者のご指名：泉真沙子さん
次回執筆者との関係： 入職時代から仲良くしてくださった

年下の先輩
次回執筆者の紹介：溢れる教養、優しさ、そしてガッツ！

第166回

本部国際交流課
学生派遣チーム係長

世界にはばたく学生を支援する

　私のオシゴトは全学交換留学（詳細は「学内広報」
no.1488の特集を参照！）から短期まで、海外大学へ
の全学的な留学プログラムを運営し、学生を派遣する
ことです。そのために学生や世界中の協定校の担当者、
部局の担当の方、奨学金支給元や保険会社等、さまざ
まな相手とのやり取りがあります。特に興味深いのは
協定校担当者で、お互いの常識や状況が全く異なる中
で、学生を交流させたいという目的と相手への敬意は
共有しつつ、時にはお互い母語ではない言葉で落とし
どころを探るのは、興味深いです。
　最近は世界情勢の影響を受け、イレギュラーな対応
を求められることも。デモ、火事、国同士のいさかい、
果てはウイルス……？ 学生が安心して海外留学にチ
ャレンジできるような世界であって欲しいと、心から
願っています。
　休日は、よく演劇やミュージカルを見に行きます。
最近は韓国まで足をのばすので、今年の目標はハング
ルの勉強です。ここに書いたからには頑張ろう……。

世界の紙地図で20世紀後半を眺める

第10回

デジタル万華鏡
東大の多様な「学術資産」を再確認しよう

鶴岡謙一空間情報科学研究センター
特任研究員

　柏図書館には、約3200枚にのぼる世界各国の紙地
図のコレクションが所蔵されています。このコレクシ
ョンは、2016年に日本地図学会から東京大学へ寄贈
されました。これらは、主に1960年頃から2000年頃
までに世界各国で発行され、地図の種類は、地形図、
主題図、海図など多岐にわたります。このうち約
1300枚は、1980年に東京で開催された国際地図展の
ために収集された貴重な資料です。
　コレクションの世界各国・各年代の紙地図を見ると、
地名、地形、道路などの変化などを知ることができま
す。また、当時の地図は、現在のウェブ上での汎用的
な地図と比べると、利用目的や地図表現に多様な特徴
が見られます。たとえば、1979年頃にU.S. Geological 
Surveyが発行した「site map for the XIII Olympic 
Winter Games」（→❶）は、米国で開催された1980年
冬季オリンピックの地図です。競技のイラストととも
に競技場の地図の拡大図を配置することで、オリンピ
ックの様子を効果的に伝える工夫がなされています。
背景になっている広域の地図は、数値標高モデル
（DEM）とコンピュータを使って作画された陰影起
伏図です。当時の最新技術で作られた地図であること
がわかります。

　空間情報科学研究センターでは、これらのコレクシ
ョンを中心とする紙地図をデジタル化する事業を進め
てきました。2018年に「柏の葉紙地図デジタルアー
カイブ」（→❷）という名称でウェブ公開を開始し、順
次地図を追加しています。このアーカイブでは、紙地
図の高解像度デジタル画像を閲覧でき、地図の細かい
文字、色あい、等高線などを見て取ることができます。
また、紙地図のタイトル、縮尺、国・地域、発行者、
発行年などの情報も検索・閲覧できるようになってい
ます。貴重な紙地図を閲
覧いただき、新たな発見
につなげたり、地図や地
理の資料として利活用い
ただけますと幸いです。

❶

maparchive.csis.u-tokyo.ac.jp/browse/

❷
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　今年度の4月から、『朝日新聞』の論壇委員を務めて
いる。論壇委員が何をしているのか、簡単にご紹介し
たい。月に一回、論壇委員が集まる合評会が開かれる
が、ここで各委員が7～10本ほどの論考をランキング
をつけて紹介する。チェアの津田大介氏は、その論考
の一覧を参考にしながら「論壇時評」を執筆する。
　各委員は、自分の担当する分野（「憲法」、「国際」、
「経済」などがあり、私は「科学技術」だ）で注目す
る論考を選ぶため、雑誌、インターネットなどあらゆ
る媒体から、可能な限り多くの論考に目を通すことに
なる。この論考をピックアップするための作業は、予
想をはるかに超えた大変さで、いまは活字と格闘する
日々だ。委員が実際に顔を合わせる合評会は、毎日の
地味な作業に対する報酬にあたるのだろうか。ふだん、
接することがないような他分野かつ多分野の専門家た
ちと、共通の話題で議論する場は、非常に刺激的だ。
注目する論考が同じであっても専門が異なれば、違っ
た視点から選んでいることになる。それぞれの専門か
らの話を提示してもらう機会を得たことで、私の視野
に入る風景がかなり変化したと認識している。
　他分野かつ多分野の人たちが集まる論壇委員の合評
会は、科学技術インタープリター養成プログラムによ
く似ている。このプログラムは、専門知と社会の関係
を学ぶための大学院生向けの副専攻プログラムである
ため、幅広い専門を学ぶ大学院生が集う。履修間もな
い頃の学生を見ていると、まずは自分の専門の内容を、
専門外の人に伝えるだけでも難しさを感じるようだ。
　しかし、他分野かつ多分野の学生たちと接すること
で、彼らは自分の専門をメタレベルで認識できるよう
になる。他分野と接しないと気づきにくいが、ある専
門には暗黙的にせよ明示的にせよ、さまざまな「作法」
がある。他の専門の作法を知った学生同士の交流は、
端からみても実に活き活きとしている。その専門なら
ではの特徴を理解し、「このような発想をするのは、
○○さんらしいね」というように、互いのもつ「違い」
や「ずれ」を楽しんでいるようなのだ。
　本プログラムの魅力のひとつは、他分野かつ多分野
の人たちとの交流にあると考える。科学コミュニケー
ションでは、同じ事象をみる際でも、各人で問題の設
定が異なる「フレーミング」が重要な論点となってい
る。自分とは違うフレーミングに触れる機会は、学生
にとっては科学コミュニケーションにとどまらない、
大きな学びとなることは間違いない。

第151回

内田麻理香科学技術インタープリター養成部門
特任講師

他分野／多分野との交流

science-interpreter.c.u-tokyo.ac.jp
科学技術インタープリター養成プログラム

　皆さんこんにちは。FS鳥取県湯
ゆ り は ま

梨浜町担当の文科
三類1年の佐藤光駿です。私は今、この記事を湯梨浜
町で、東郷湖（写真参照）を眺めながら書いています！
FS鳥取県湯梨
浜町担当は、新
領域創成科学研
究科修士1年の
日隈壮一郎さん、
秦暁語さんと、
法学部第一類4
年の大崎達也さんと私の4人で活動を行なっています。
私たちは、湯梨浜町の「生涯活躍のまちづくりの提案
とアクティブシニアをはじめとした多世代を呼び込む
ための地域の魅力の情報発信」を取り組み課題として
おり、その中でも秦さんと大崎さんは小さな拠点作り、
日隈さんと私は観光産業に着目して政策提言を行なお
うと考えています。

　湯梨浜町は
山と湖と海が
近接しており、
さらに温泉も
あるという楽
園のような場
所で、関わる
人全員が優し

いので現地活動は毎回楽しく進められています。サー
フィンやグラウンドゴルフが盛んで二十世紀梨の生産量
は日本一です。9月の現地調査の際、様々な方から梨
をいただいて飽きるほど食べたものの、飽きがみえな
かった程美味しかったことはとても記憶に残っていま
す。お試し住宅で宿泊した際に4人で自炊したこともい
い思い出でした。湯梨浜町の幸を修学旅行のような幼
心で料理しました。湯梨浜町に住むという経験をする
ことができるので読者の皆さんにもおすすめです！
　ただ、このような魅力の詰まった湯梨浜町も、都心
から遠く、近くに有力な観光地もあるために観光客を
呼んで宿泊してもらうに至るのがなかなか難しいのが
現状です。人口は維持できているものの、市町村合併
で孤立してしまう、あるいは将来的に孤立してしまう
とされている地域もあります。残された活動期間は短
いですが、そうした現状を打破するために強力な政策
を提言することで、湯梨浜の方々に少しでも恩返しが
できるように頑張っていきたいと思います！

第5回

佐藤光駿文科三類 1年

湯梨浜町いいとこだでぇ ～FS湯梨浜町

フィールドスタディ型政策協働プログラム
www.u-tokyo.ac.jp/ja/students/special-activities/h002.html

東郷湖と天女のオブジェ

FS鳥取メンバーと町役場職員の方

FS
専門知と地域をつなぐ架け橋に

レポート!



広報誌「淡青」40号発行 （広報室）CLOSE UP

令和2年度
学内広報

配布スケジュール

　広報室が丹精をこめて年に2回発行している広報誌
「淡青」の最新号ができました。今号の特集は「オリ
ンピック・パラリンピックと東大」。56年ぶりに東京
で行われるビッグイベントには、ホームを同じくする
東京大学も少なからず関わっています。メインスタジ
アムの設計、陸上競技用義足の開発、卓球や柔道のフ
ォーム解析、セーリングの潮流分析、古代オリンピッ 発行日／令和2年 3月10日　編集発行／東京大学広報室　東京大学本部広報課　〒113-8654　東京都文京区本郷7丁目3番 1号　

TEL 03-3811-3393  FAX 03-3816-3913　E-mail：kouhoukikaku.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp　URL：http://www.u-tokyo.ac.jp
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東京大学広報誌

［キャンパス散歩］

北海道演習林の巻
［サイエンスへの招待］

人工知能 vs. 脳 
ラットが教える本質的な違いとは？
医薬アクセスから考える
イノベーションとパブリックヘルス

［特集］

オリンピック・
パラリンピック
と東大。
競技場建築、義足開発、動作解析、
潮流分析、古代ギリシア史……
スポーツの祭典にまつわる研究・教育集

1533号 4月28日 1534号 5月29日 1535号 6月30日 1536号 7月31日 1537号 8月31日 1538号 9月30日

1539号 10月30日 1540号 11月30日 1541号 12月25日 1542号 1月29日 1543号 2月26日 1544号 3月31日

ク研究、期間中の渋滞解消、女子アスリートのヘルス
ケア、車椅子マラソンの支援、四肢欠損児のためのラ
ンニング教室、2020大会エンブレムを展開するアー
ト演習、ガンダム衛星による応援……。さらに、陸上
競技の三島弥彦選手に端を発する33人の東大オリン
ピアンを概観し、日本のオリンピックを支えてきた東
大の人と施設について繙きます。ご一読ください！

表紙は先端研の
木製風洞です
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全学ホームページの「UTokyo FOCUS」（Features,Articles）に掲載された情報の一覧と、そのいくつかをCLOSE UPとして紹介します。トピックス
掲載日 担当部署・部局 タイトル（一部省略している場合があります）

2月10日 本部入試課 2021年度（令和 3年度）東京大学入学者選抜（一般入試） に関する予告について

2月11日 本部広報課 一高と農学部関連の施設を巡る駒場 Iキャンパスツアー／「 淡青」39号より

2月13日 本部入試課 令和 2年度東京大学入学試験を受験する皆さんへ　―新型コロナウイルス等への対応について―

2月13日 本部国際戦略課 東京大学スリランカ事務所の開所式開催

2月13日 本部研究推進企画課 UTEC-UTokyo FSI Research Grant Programを開始

2月14日 本部博物館事業課 IMT学生ボランティア募集

2月17日 本部学生支援課 2019年度体験活動プログラム報告会開催

2月18日・19日 本部広報課 令和元年度退職教員の最終講義 3月開催分のお知らせ｜令和元年度 退職教員の紹介

2月21日 附属図書館 『東京大学百年史』の UTokyo Repositoryでの公開について

2月21日 総合文化研究科・教養学部 柳澤実穂准教授が「第1回（2020年）米沢富美子記念賞」受賞

2月21日 本部入試課 合格者発表方法の変更について

2月21日 本部社会連携推進課 ローカル5Gに係る連携協定の締結について

2月25日・3月4
日

広報戦略本部、本部国際戦略
課

デジタル技術で健康を維持しコストを削減｜大国間競争の中で世界はどこに向かうのか？／東京フ
ォーラム2019パラレルセッションより

2月26日 大学総合教育研究センター 東京大学フューチャーファカルティプログラム　第14期　履修証授与式

2月28日 スポーツ先端科学研究拠点 東京メトロ女子駅伝部（愛称：マーキュリー）との共同研究開始について

3月2日 生産技術研究所 英文広報誌「UTokyo-IIS Bulletin」Vol. 5 を公開しました

3月4日 グローバルリーダー育成プロ
グラム推進室

グローバルリーダー育成プログラムGLP-GEfILの第3回修了式が執り行われました

3月5日 広報戦略本部、カブリ数物連
携宇宙研究機構

世界中の物理学者が追い求める「万物の理論」に、幾何学の力で迫る／ UTOKYO VOICES

3月6日 本部人事企画課 「令和元年度東京大学卓越研究員（公募型）」8名を決定

3月6日 本部奨学厚生課 大学入学準備のための教科書購入や住まい紹介等についてのお知らせ

3月9日 農学生命科学研究科・農学部 アイソトープ農学教育研究施設の小林奈通子准教授が、2020年日本アイソトープ協会奨励賞を受賞

3月9日 法学政治学研究科・法学部 第六回東京大学―北京大学フォーラム（2020年1月4-5日）

3月10日 本部入試課 令和2年度前期日程試験合格者・外国学校卒業学生特別選考合格者発表｜令和2年度学部入試合格者
（前期日程試験、外国学校卒業学生特別選考）の皆さんへ（手続のご案内）｜令和3年度東京大学入
学者選抜（学校推薦型選抜）に関する予告について

3月10日 本部産学連携推進課 東大スタートアップ・チャンネル開設



　東京大学と東京メトロは、東京メトロ女子駅
伝部（愛称：東京メトロマーキュリー）創部及
び、「陸上長距離種目における女性アスリート
のコンディショニングに関する共同研究」開始
について、2月19日、東京ガーデンテラス紀尾
井カンファレンスにて記者会見を実施しました。
　藤井輝夫理事・副学長が「東京大学の未来社
会協創（Future Society Initiative）」と題して
挨拶を行い、共同研究プロジェクト代表の八田
秀雄教授が乳酸測定を中心にした選手の能力・

　本学が受託している文部科学省「日本留学海
外拠点連携推進事業（南西アジア地域）」の活
動拠点として、インドに続いてスリランカに事
務所を新設する運びとなり、1月16日にコロン
ボで開所式を行いました。日本の高等教育機関
で学ぶ優秀なスリランカ人留学生の受け入れを
増やすオールジャパンの活動推進拠点となりま
す。開所式では、相原博昭 大学執行役・副学長、
在スリランカ日本大使館 杉山明大使、JASSO

留学生事業部の鈴木美智子氏、A n u r a 

　ベンチャー企業・大学・投資家・大企業等を
「人材・知識・資金」で繋げるベンチャー・エ
コシステムの形成に取り組んでいる産学協創推
進本部では、ブランド戦略の一環として作成し
たシンボル「uTIE（ユータイ）」（University 

Tokyo Innovation Entrepreneurship）を2019

年2月から活用しています。今回YouTubeに開
設した「東大スタートアップ・チャンネル」は、
このuTIEの普及とベンチャー・エコシステムの
確立を目的とした情報発信拠点。メイン・ナビ
ゲーターにジャーナリストの堀潤氏をお招きし、

状態評価、女性アスリート外来と共同した障害
予防及びコンディショニング、高地や低酸素ト
レーニング、バイオメカニクス等競技力向上に
関するトレーニングメソッドの検討を行うこと、
教養学部第1グラウンドを主な活動拠点として
共同研究を進めることを説明しました。
　東京メトロ女子駅伝部は、今年度はトラック
競技を中心に活動し、来年度のプリンセス駅伝
参戦、数年以内のクイーンズ駅伝優勝を目指し、
科学的側面からもチームの強化を図る方針です。

Dissanayakeスリランカ高等教育省次官が挨拶
を、関村直人 副学長が事業の概要説明を、カ
ルナラトネ所長が事務所の活動紹介を行った後、
“How Japanese Universities Attract Sri 

Lankan Students to Study in Japan”をテー
マにパネルディスカッションを実施。 スリラ
ンカと日本の大学関係者など約150名が出席し、
盛大な式となりました。また、開所式の翌日か
ら3日間開催された国際教育展（EDEX Expo 

2020）にスリランカ事務所も出展しました。

東大関連ベンチャーの現況やその支援者等の活
動をわかりやすく紹介しています。東大スター
トアップ「CloseUp」ではPKSHA Technology

代表取締役の上野山勝也氏と松尾豊教授（工学
系研究科）の対談が、東大ベンチャー・エコシ
ステム「Now」では東大関連ベンチャーに投
資・支援しているUTECの共同創業者 郷治友
孝氏のインタビューが、東大スタートアップ
「Snap Shot」では学内インキュベーション施
設に入居するベンチャー企業スタートバーンの
CEO 施井泰平氏のインタビューが楽しめます。

東京大学スリランカ事務所をコロンボに開設

「東大スタートアップ・チャンネル」を開設

CLOSE UP

CLOSE UP

（本部国際戦略課）

（本部産学連携推進課）

オープニングセレモニーの登壇者たち

↑東大スタートアップ「CloseUp」
https://youtu.be/0F5Axjp3HYs
→「uTIE」のロゴ

監督はアトランタ五輪の5000mで4
位入賞の志水見千子さんです

　学術文化の発展など、社会に対する多大
な貢献を通して、本学の名誉を高めた方に
対して表彰する「東京大学総長特別表彰」。
昨年11月に制定し、初の表彰者となった、
水島公一博士（東芝研究開発センターエグ
ゼクティブフェロー）の表彰式が2月21日
に安田講堂で行われました。
　水島博士は、理学部物理学科の助手だっ
た1977年に、ジョン・グッドイナフ教授
に招かれてオックスフォード大学へ赴き、
電池の正極材料としてコバルト酸リチウム
が優れていることを発見。この発見が土台
となって、現代に不可欠なスマートフォン

水島公一博士への総長特別表彰が行われました
〜キャンパスニュース〜

やハイブリッド自動車などを支えるリチウ
ムイオン二次電池が実現し、グッドイナフ
教授らの2019年ノーベル化学賞受賞にも
つながったのは記憶に新しいところです。
　表彰式後には東京カレッジ講演会として
「リチウムイオン電池のはじまりー高電圧
正極の開発」と題する講演が行われました。
当初の目的だった固体電解質の開発から路
線変更して正極材料に着目したこと、電池
のプロではないからこそできた試みだった
こと、小さな探索研究が社会の大きな流れ
に乗る幸運があったことなどが語られまし
た。この日のためにクッドイナフ教授から

届いたメッセージの披露も行われました。
現在は脳型コンピュータの開発に取り組ん
でいるという水島博士。本学が誇る「知の
プロフェッショナル」のお一人です。
　

博士が渡英した年に物理学科3年生だったとい
う総長が、表彰状と記念メダルを贈呈しました
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東京メトロ女子駅伝部との共同研究を開始CLOSE UP （スポーツ先端科学研究拠点）



七徳堂鬼瓦

〒113-8654　 東京都文京区本郷7丁目3番1号
東京大学本部広報課 　TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhoukikaku.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp
www.u-tokyo.ac.jp

淡青評論

裸の王様

東京大学広報室
2020年3月25日no.1532

第1117回

　昨年12月にモロッコで開催された「中国・
インド・日本の近代化」をテーマとする国際
会議に出席した。筆者はインドと日本のセッ
ションに参加したが、インドのセッションが
満員だったのに対して日本のセッションは空
席が目立った。残念ながら、日本に対する関
心は高くはなく、それはモロッコに限られた
ことではないそうである。
　あるインド人が発表の中で「裸の王様」を
取り上げていた。アンデルセン作として知ら
れるが、もともとは10世紀ごろにインドで
作られた話で、インドには権力者に対しては
っきりと物を言う伝統があるという趣旨だっ
た。「裸の王様」は次のような構造になって
いる。おしゃれ好きな王様が、詐欺師に騙さ
れて「愚か者には見えない服」を「着る」。
庶民は王様が裸であることを知っているが、
黙っている。ところが、ひとりの子どものこ
とばをきっかけに大騒ぎになる。
　この構造は、アマルティア・センのベンガ
ル大飢饉（1943年）の分析に似ている。庶
民が飢饉に苦しんでいたとき、ベンガルの役
人はその実態を過少報告し、宗主国であるイ
ギリス政府はその報告を鵜呑みにして何も対
策を立てず、飢饉を悪化させた。報道規制の
ためマスメディアはそれを報道しなかったが、
ある新聞が社説で取り上げ、イギリス政府の

無策を非難する。イギリスの人々は政府を追
及し、ようやく対策が立てられ、飢饉は収束
する。新聞はベンガルの人とイギリスの人を
結び付ける役割を果たした。
　社会的不正義を取り除こうとするとき、人
と人を結び付けるのは有効な方法である。コ
ーヒー価格が暴落し、途上国のコーヒー農家
が貧困に喘いでいるとき、何も知らない日本
の消費者は美味しいコーヒーを楽しんでいる。
フェアトレードは、両者を結びつけることで
途上国の貧困問題を解決しようとする。
　インド人の発表者は「声を上げること」に
注目し、筆者は「人をつなぐこと」に注目す
る。「議論好きなインド人」（アマルティア・
センの著書名）と、「おとなしい日本人」は
同じ関心を持ち、共同研究の準備を始めてい
る。

池本幸生
（東洋文化研究所）

池本先生のタイの貧困
地域研究から生まれた
「ドイトゥンブレンド
コーヒー」は東京大学
コミュニケーションセ
ンター（UTCC）で販
売中です。6パッケー
ジ入りで600円（税込）。
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